
  

 

て東京エリアのてこ入れをする事になりました。 
あれっ？こんな話は聞いてないぞ！と考える間もなく 8月
から東京に住む事になりました。初めての転勤で全く勝
手がわからないまま 1 ヶ月が過ぎ東京にまいりました。 
その後約 20 年東京で従事しました。 
人生の転機は不意に訪れるもので、2019 年 12 月に専務に
呼び出され、2020 年 2 月から福島県を担当してほしいと
言われ、始めての東北入りをする事となりました。奇し
くもコロナが流行しはじめた時でした。街に人は無く、
お客様やルート先の方々ともまともに話が出来ない状況
の中、懸命に支店運営を行い、コロナ禍ではありますが
何とか立て直しに成功致しました。 
福島赴任から 2年、今度は 2月から熊本に行ってもらうと
の異動命令を受けました。2022 年 2 月に熊本に赴任しま
した。責任エリアは熊本、鹿児島、宮崎と九州の南半分
で、本部が福岡にあった事もあり毎日が出張の連続でし
た。2 年間の移動距離はなんと地球 2 周分位になりました、
約 8 万キロメータくらいですかね（笑） 
たまに自分が異動したエリアを思い返すと、何とも風光
明媚なところばかり行ってきたなと思います。旅行先と
しては最高の場所ばっかりですね！ 食べ物が美味しい所
ばっかりでした。福島は会津の日本酒、鹿児島は焼酎、
宮崎は鶏や豚、それに何処に行っても水が良いので野菜
もびっくりするほど美味しいのですよね！ 
仕事面では熊本には台湾の半導体メーカーＴＳＭＣが工
場を建設しており、それに関連する日本企業向けの住宅
や収益物件の販売も非常に好調でした。また、地元地銀
の頭取や役員の方々とも活発に交流が出来、彼らが積極
的に融資をしてくれる事で地域の活性化が非常に進みま
した。 
次の異動は 2024 年 5 月だと聞かされておりました。そし
て異動先は、埼玉でした。ようやく関東に帰って来られ
ました。埼玉の支店は群馬と栃木も統括しておりますの
で、私の大好きな「仕事」と「出張」を精一杯行い微力
ながらこの大宮西ロータリークラブの皆様に仕事の面で
恩返し出来ればと考えております。 
 
■久保木 優太郎会員 
綜合警備保障株式会社 
埼玉中央支社 
2024 年 11 月 11 日入会 
 
会社名は綜合警備保障㈱、既に一般的には 
ALSOK で浸透しています。今年 7 月に 60 周年を迎え、
ALSOK㈱として名前が変わります。宜しくお願い致しま
す。 
 
生まれは 1976 年 11 月 21 日生まれ、出身は東京都江東区
の門前仲町です。地元の小中学校を卒業し、柔道をやっ
ていたことから高校は静岡県沼津市にある沼津学園高等
学校に寮生活で入りました。朝昼晩と柔道に明け暮れ、
その甲斐もあり静岡県ではチャンピオンとなりました。 
大学は田村亮子、現在は谷亮子、オリンピックの金メダ
リストが帝京大学に進学するため、男子も強化する上で
帝京大学に入学しました。 
大学 1年で全日本ジュニアオリンピック準優勝、大学１・
2 年の時は全日本のオリンピック強化選手に入りました。
大学３年で怠けてしまいましたが、柔道の縁で現在の
ALSOK に入社しました。 
仕事ではRWC2019（ラグビーワールドカップ）、東京 2020
オリンピック・パラリンピック、世界で
初めて 1 年の延期を超えて 2021 年に開
催、無観客試合というこれも世界初でし
た。2022 年には故安倍晋三国葬儀、2023
年には G7 広島サミット、サミット大臣
会合は全国 18地域で開催され、全ての営
業担当および警備責任者として携わりました。 
様々な経験を積み、昨年 11 月に縁があり、ここ大宮に勤
務することとなりました。 
大宮西 RC に御世話になることになり、様々なことに積極
的に参加し、色々な方々と関わりたいと思いますので、
どうぞ宜しくお願い致します。 
 
『花は香り、人は人柄』 定期的に社員へ伝えている言

葉です。ひとそれぞれ考えが違いますが、この言葉をど
う思い、感じ、何の行動を取るのか。ご紹介でした。 
引き続き、どうぞ宜しくお願い致します。 
 
 
 
■藤池 誠治会員 
株式会社デサン 
1983（昭和 58）年９月５日入会 
 
①入会にあたって    
「入らせていただきます」なの
か、「入っていただきます」なのか 
以前は、入会するのも出席にも厳
しかった。 
②何故、新しいロ－タリークラブを作り続けたのか 
大勢の会員数のメリット…能力のある会員に経験を積ま
せる、会長の経験を  
クラブ数を増やし過ぎたデメリットも… 
③出席率 
メ－クアップ   
他のロータリーメンバーとの出会い、例会の捉え方や 
雰囲気を知るためにも 
なるべく ‟100％の出席”を目指そう 
④ロータリーのメリット 海外の人達との交流（人を扱
うということ） 
・高校生青少年交換（受け入れる家族の連携）絶対の安
心。お子さんにはぜひ留学にチャレンジさせてほしい  
・ロータリー米山記念奨学生 趣旨は、国際理解と、日
本との架け橋。せっかく来日したのだから、もう少し日
本の事情・考えをディスカッションできればよいのでは
ないだろうか 
・G S E（Group Study Exchange） 海外で事業をやって
いる人たちとの職業の交流、楽しみだった 
・韓国の高校生との交流 
ロータリーの 40 年の感想は、 
‟自分の通信簿”のようなもの … 批判も評価も皆さんが
つけてくれる 
‟自ら退会しなければ一生の友達”メンバーが変わらない
ので友達になれる、これが一番のメリットかと思う 
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